
議案第１４号 

 

令和５年度に北九州市立高等学校で使用する教科用図書の採択について 

 

 令和５年度に北九州市立高等学校で使用する教科用図書を次のとおり定める。 

 
 
  令和４年７月７日提出 

                      北九州市教育委員会 

                       教育長 田島 裕美 

 

提案理由  令和５年度使用教科用図書を採択するため、北九州市立高等学校

管理規則第６条第１項の規定に基づき、本議案を提出する。 



使用教科用図書 科目 使用教科用図書

現代の国語
高等学校　現代の国語
第一　現国  713

現代の国語
新編　現代の国語
東書　現国　701

言語文化
高等学校　言語文化
第一　言文　713

言語文化
新編　言語文化
東書　言文　701

歴史総合
わたしたちの歴史
日本から世界へ
山川　歴総　709

★ 歴史総合
わたしたちの歴史
日本から世界へ
山川　歴総　709

公共
高等学校　公共
教図　公共　702

数学Ⅰ
新編　数学Ⅰ
数研　数Ⅰ　714

数学Ⅰ
新編　数学Ⅰ
数研　数Ⅰ　714

★ 科学と人間生活
科学と人間生活
数研　科人　704

数学Ａ
新編　数学A
数研　数A　714

体育

物理基礎
新編　物理基礎
数研　物基　708

保健

生物基礎
高等学校　生物基礎
数研　生基　708

英語
コミュニケーションⅠ

COMMET　ENGLISH
CommunicationⅠ
数研　ＣⅠ　717

体育 ビジネス基礎
ビジネス基礎
実教　商業　701

保健 簿記
新簿記
実教　商業　709

英語
コミュニケーションⅠ

My Way English
CommunicationⅠ
三省堂　ＣⅠ　708

情報処理
最新情報処理
実教　商業　715

論理・表現Ⅰ

EARTHRISE　English
Logic and ExpressionⅠ
Standard
数研　論Ⅰ 711

家庭基礎
SURVIVE!!
高等学校家庭基礎
教図　家基　704

現代高等保健体育
大修館　保体　701

令和５年度　北九州市立高等学校　第1学年使用教科用図書　選定調査結果一覧

★：本年度採択替え

普通科 情報ビジネス科

科目

現代高等保健体育
大修館　保体　701
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文
系

理
系

会
計

ビ
ジ
ネ
ス

情
報

★ 論理国語
高等学校　論理国語
第一　論国 711

継 現代の国語
新編　現代の国語
東書　現国　701

★ 文学国語
文学国語
大修館　文国　704

継 言語文化
新編　言語文化
東書　言文　701

★ 古典探究
高等学校　精選古典探究
第一　古探　719

★ 公共
高等学校　公共
教図 公共　702

★ 地理総合
地理総合
実教　地総　702

★ 数学Ａ
新編　数学Ａ
数研　数Ａ　714

★ 地図
新詳高等地図
帝国　地図　702

★ 生物基礎
新編　生物基礎
数研　生基　709

★ 日本史探究
詳説日本史
山川 日探　705

継 体育

★ 世界史探究
高校世界史
山川　世探　705

継 保健

★ 数学Ⅱ
新編　数学Ⅱ
数研　数Ⅱ　711

★ 英語
コミュニケーションⅡ

COMET English
CommunicationⅡ
数研　CⅡ　717

★ 数学Ｂ
新編 数学Ｂ
数研　数Ｂ　712

★ 家庭総合
家庭総合
実教　家総　703

★ 物理
物理
数研　物理　706

★
ビジネス

・コミュニケーション

ビジネス
・コミュニケーション
実教　商業　703

★ 生物
生物
数研　生物　704

★ マーケティング
マーケティング
実教　商業　718

★ 化学基礎
化学基礎
数研　化基　709

★ 財務会計Ⅰ
高校財務会計Ⅰ
実教　商業　727

★ 化学
化学
数研　化学　706

★ 原価計算
原価計算
実教　商業　720

継 体育 ★ ソフトウェア活用
ソフトウェア活用
実教　商業　736

継 保健 ★ プログラミング
プログラミング　マクロ言語
実教　商業　725

★ 英語
コミュニケーションⅡ

My Way　English
CommunicationⅡ
三省堂 ＣⅡ　708

★ 論理・表現Ⅱ

EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅱ
Standard
数研　論Ⅱ　711

★ 情報Ⅰ
高等学校　情報Ⅰ
数研　情Ⅰ　708

令和５年度　北九州市立高等学校　第２学年使用教科用図書　選定調査結果一覧

★：本年度採択　　継：学年を超えて継続して使用する教科用図書　　＼：履修しない

普通科 情報ビジネス科

選
択

選
択

コース コース

使用教科用図書科目 科目 使用教科用図書

現代高等保健体育
大修館　保体　701

現代高等保健体育
大修館　保体　701
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科目
文
系

理
系

使用教科用図書 科目 使用教科用図書

継 現代文Ｂ
現代文Ｂ　改訂版
大修館　現Ｂ　329(上巻)
大修館　現Ｂ　330(下巻)

現代文Ｂ
明解現代文Ｂ　改訂版
三省堂　現Ｂ　325

継 世界史Ｂ
詳説世界史　改訂版
山川　世Ｂ　310

政治経済
最新政治・経済　新訂版
実教　政経　313

継 日本史Ｂ
詳説日本史　改訂版
山川　日Ｂ　309

倫理
高等学校　改訂版　倫理
第一　倫理　310

現代社会
最新現代社会　新訂版
実教　現社　315

継 体育
現代高等保健体育 改訂版
大修館　保体　304

数学Ⅲ
改訂版　新編　数学Ⅲ
数研 数Ⅲ　324

★ 音楽Ⅱ
改訂版　高校生の音楽２
友社　音Ⅱ　311

継 物理
改訂版　物理
数研　物理　313

美術Ⅱ
高校美術２
日文　美Ⅱ　302

生物
生物　新訂版
実教　生物　308

★ 書道Ⅱ
新編　書道Ⅱ
教出　書Ⅱ　307

継 化学
化学　新訂版
実教　化学　310

英語表現Ⅰ
Vivid Expression Ⅰ
NEW EDITION
第一　英Ⅰ　337

継 体育
現代高等保健体育 改訂版
大修館　保体　304

継 家庭総合
家庭総 自立・共生・創造
東書　家総　307

音楽Ⅰ
高校生の音楽１
教芸 音Ⅰ　309

美術Ⅰ
高校美術１
日文　美Ⅰ　302

★ 書道Ⅰ
書Ⅰ
光村　書Ⅰ　308

コミュニケーション
英語Ⅲ

New Edition Grove
English CommunicationⅢ

文英堂　コⅢ　340

継 英語表現Ⅱ
Vision　Quest
English　expressionⅡ
啓林館　英Ⅱ　322

選
択

選
択

選
択

※　教科書を使用しない商業科の科目等
総合実践　課題研究

令和５年度　北九州市立高等学校　第３学年使用教科用図書　選定調査結果一覧

★：本年度採択替え　　継：学年を超えて継続して使用する教科用図書　　＼：履修しない　　選択：選択履修科目

普通科 情報ビジネス科

選
択

選
択

コース
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議案第１４号についての資料 
  

 

資料１ 

 「北九州市立高等学校管理規則」【抜粋】 

  

資料２ 

「令和５年度使用北九州市立高等学校用教科用図書の採択方針」 

 

資料３ 

「令和５年度に北九州市立高等学校で使用する教科用図書の採択の経過」 

    

資料４ 

「令和５年度使用教科用図書選定結果」 
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○北九州市立高等学校管理規則【抜粋】 

昭和 39 年 3 月 31 日 

教委規則第５号 

 

(教材の定義) 

第 5 条 この規則で「教材」とは、次に掲げるものをいう。 

(1) 文部科学大臣の検定を経た教科用図書及び文部科学省が著作の名義を有する

教科用図書(以下「教科書」という。) 

(2) 教科書の発行されていない教科又は科目のために使用する教科用図書(以下

「準教科書」という。) 

(3) 前 2 号に掲げるもの以外で、学校の教育活動のために使用する出版物又は印

刷物(以下「教科書及び準教科書以外の教材」という。) 

(平 12 教委規則 13・一部改正) 

 

(教材の選定) 

第 6 条 教科書の採択は、校長の意見をきいて教育委員会が行なう。 

2 教科書以外の教材の選定は、別に定める基準により校長が行なう。 

 

(準教科書の承認) 

第 7 条 高等学校が準教科書を使用する場合は、校長は、あらかじめ教育委員会の承

認を受けるものとする。 

 

(教科書及び準教科書以外の教材の届出) 

第 8 条 高等学校が学年又は学級若しくはこれに準ずる集団全員に対し、教科書及び

準教科書以外の教材として計画的、継続的に、次に掲げるものを使用する場合は、

あらかじめ教育委員会に届け出るものとする。 

(1) 教科書又は準教科書と併せて使用する副読本、解説書その他の参考図書 

(2) 学習の過程及び休業中に使用する各種の学習帳、練習帳又は日記帳の類 

(平 12 教委規則 13・一部改正) 

資料１ 
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令和４年５月２５日 

北九州市教育委員会 

 

 

令和４年度に北九州市立高等学校で使用する教科用図書の採択方針 
 

１ 令和４年度使用北九州市立高等学校用教科用図書の採択は、高等学校が

選定した教科用図書の報告を受けて、北九州市教育委員会がこれを行う。 

 

２ 高等学校においては、下記の基準に基づくとともに学校の実態及び文部

科学省通知の内容を踏まえ、適正かつ公正に教科用図書の選定を行う。 

 

（１） 教育基本法に定める教育の目的及び目標並びに学校教育法に定め

る高等学校における教育の目標及び学校の目的を有効かつ適切に

踏まえたもの。 

（２） 学習指導要領の定める各教科の目標及び内容に即し、適切に教材

を構成したもの。 

（３） 生徒の成長と発達に即し、かつ、指導に際して適切なもの。 

 

 

３ 教科用図書採択に関しては、公正確保を損なわない範囲内で公表する。 

資料２ 
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令和５年度に北九州市立高校で使用する教科用図書の採択の経過 

 

月 日 内 容 

５月１２日（木） 

【教育委員会会議】 

○協議 

 ・令和５年度使用教科用図書の採択規準及び選定資料、採択方針について 

６月１日（水） 

【北九州市立高等学校】 
○令和５年度使用教科書選定委員会会議（第１回）開催 

６月２日（木） 

～６月７日（火） 

【北九州市立高等学校】 

○各教科「令和５年度使用教科書選定各教科会議」（第１回）開催 

  ※６月８日（水）に選定調査票を北九州市教育委員会に提出 

６月９日（木） 

～６月２４日（金） 
○各教科「令和５年度使用教科書選定各教科会議」（第２回）開催 

６月１０日（金） 

～６月２５日（土） 

○教科用図書展示会（北九州市立教育センター、小倉北区役所） 

※小倉北区役所は6/21まで。 

６月２３日（木） 

【教育委員会会議】 

○その他報告 

 ・令和５年度使用教科用図書の概要及び採択事務の進捗状況について 

６月２７日（月） 

【北九州市立高等学校】 

○令和５年度使用教科書選定委員会会議（第２回）開催 

  ※６月２８日（火）に選定調査票を北九州市教育委員会に提出 

７月７日（木） 

【教育委員会会議】 

○議案 

・令和５年度使用高等学校教科用図書の採択について 

７月２８日（木） 

【北九州市立高等学校】 
北九州市教育委員会へ教科書需要票等提出予定 

資料３ 
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発
⾏

者
教

科
書

番
号

略
称

記
号

番
号

①
②

③
④

⑤
東

書
論

国
2

70
2

第
⼀

論
国

18
3

71
1

大
修

館
文

国
50

70
4

第
一

文
国

18
3

70
9

大
修

館
古

探
50

70
8

第
⼀

古
探

18
3

71
9

実
教

地
総

7
70

2
帝

国
地

総
46

70
3

実
教

日
探

7
70

2
山

川
日

探
81

70
5

山
川

世
探

81
70

5
第

一
世

探
18

3
70

7

（
様

式
２

）

【普
通

科
】

令
和

５
年

度
使

⽤
教

科
⽤

図
書

選
定

調
査

票
（

NO
．

１
　　

）

学
年

教
科

名
科

⽬
教

科
書

名
観

点
の

評
価

選
定

選
定

の
理

由

◎
多

様
な

テ
ー

マ
の

評
論

教
材

が
段

階
的

に
配

列
され

て
お

り、
⽣

徒
の

読
解

⼒
を

無
理

な
く⾼

め
る

こと
が

で
き

る
。ま

た
、⼩

論
文

対
策

や
読

み
⽐

べ
の

資
料

が
収

録
され

る
な

ど、
上

級
学

校
進

学
に

対
応

した
内

容
とな

って
い

る
。

⾼
等

学
校

　論
理

国
語

◎
○

精
選

論
理

国
語

○

◎
選

定

2
国

語
文

学
国

語
文

学
国

語
◎

◎

2
国

語
論

理
国

語

○
選

定
1時

間
あ

た
り⾒

開
き

２
ペ

ー
ジ

で
完

結
し、

活
⽤

しや
す

い
。

身
近

な
テ

ー
マ

を
取

り上
げ

て
お

り、
ま

た
巻

末
に

⽤
語

解
説

を
つ

け
る

な
ど、

⽣
徒

の
内

容
理

解
の

た
め

の
⼯

夫
が

多
くみ

られ
る

。ま
た

、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
⽤

した
授

業
が

⾏
い

や
す

い
コン

テ
ン

ツが
盛

り込
ま

れ
て

い
る

。
⾼

等
学

校
　文

学
国

語
◎

○ ◎
幅

広
く豊

富
な

作
品

が
収

録
され

、読
み

⽐
べ

な
どの

言
語

活
動

に
対

応
した

⼯
夫

が
な

され
て

お
り、

伝
統

的
な

文
化

へ
の

興
味

や
理

解
が

深
め

られ
る

内
容

とな
って

い
る

。
⾼

等
学

校
　精

選
古

典
探

究
◎

○

精
選

古
典

探
究

○

◎
選

定

2
地

理
歴

史
地

理
総

合
地

理
総

合
◎

〇
〇

〇

2
国

語
古

典
探

究

選
定

学
習

内
容

を
視

覚
的

に
理

解
で

き
る

よ
うな

動
画

な
どの

コン
テ

ンツ
が

多
数

収
録

され
て

い
る

。
ま

た
、基

礎
基

本
の

定
着

が
で

き
る

繰
り返

しの
ア

プ
リも

利
⽤

可
能

。
⾼

等
学

校
新

地
理

総
合

〇
◎

〇

〇
各

時
代

・各
分

野
バ

ラン
ス

よ
く記

述
され

、充
実

し
た

内
容

で
あ

る
。取

り上
げ

られ
て

い
る

史
資

料
も

豊
富

で
、⽣

徒
が

多
角

的
に

考
察

す
る

こと
が

で
き

、上
級

学
校

進
学

に
十

分
対

応
で

き
る

。
詳

説
日

本
史

◎
◎

〇

日
本

史
探

究
〇

◎
選

定

2
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

⾼
校

世
界

史
〇

◎
◎

2
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

〇

◎
選

定
要

点
を

お
さえ

た
、わ

か
りや

す
い

教
科

書
で

あ
る

。ま
た

、問
い

を
中

心
とし

た
展

開
とな

って
い

る
。

世
界

史
探

究
◎

◎

資
料
４
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発
⾏

者
教

科
書

番
号

略
称

記
号

番
号

①
②

③
④

⑤
東

書
地

図

2
70

1

帝
国

地
図

46
70

2

啓
林

館
数

Ⅱ

61
70

6

数
研

数
Ⅱ

10
4

71
1

啓
林

館
数

Ｂ

61
70

7

数
研

数
Ｂ

10
4

71
2

実
教

物
理

7
70

2

数
研

物
理

10
4

70
6

実
教

化
基

7
70

4

数
研

化
基

10
4

70
9

（
様

式
２

）

【普
通

科
】

令
和

５
年

度
使

⽤
教

科
⽤

図
書

選
定

調
査

票
（

NO
．

２
　　

）

学
年

教
科

名
科

⽬
教

科
書

名
観

点
の

評
価

選
定

選
定

の
理

由

〇
よ

り深
い

学
び

を
す

る
た

め
の

主
題

図
を

イ
ン

ター
ネ

ット
上

で
⾒

る
こと

が
で

き
る

。ま
た

主
体

的
で

深
い

学
び

が
で

き
る

読
図

の
問

い
が

随
所

に
挿

入
され

て
い

る
。

新
詳

⾼
等

地
図

〇
◎

新
⾼

等
地

図

○
選

定

2
数

学
数

学
Ⅱ

数
学

Ⅱ
◎

○

2
地

理
歴

史
地

図
〇

○
基

礎
・基

本
を

確
実

に
定

着
させ

る
よ

う
な

、例
題

・問
題

の
構

成
に

な
って

い
る

。ま
た

、視
覚

的
理

解
を

促
す

デ
ジ

タル
コン

テ
ン

ツも
豊

富
で

あ
る

。
新

編
　数

学
Ⅱ

◎
◎

○
○

選
定

◎
既

習
事

項
との

つ
な

が
りを

意
識

した
構

成
に

な
って

い
る

。ま
た

、図
が

豊
富

で
、興

味
・関

心
を

引
き

出
しや

す
い

。

新
編

 数
学

Ｂ
◎

◎
○

数
学

Ｂ

○
選

定

2
理

科
物

理
物

理
○

○
◎

2
数

学
数

学
B

○
○

◎
〇

選
定

⽣
徒

が
理

解
しや

す
い

よ
うに

例
題

・類
題

な
どの

問
題

が
⼯

夫
され

て
お

り、
学

習
内

容
の

定
着

が
図

りや
す

い
。

物
理

◎
◎

○
選

定

2
理

科
化

学
基

礎
〇

化
学

の
基

本
的

な
概

念
形

成
に

お
い

て
⽣

徒
が

よ
りス

ム
ー

ズ
に

解
説

され
て

い
る

。ま
た

、モ
デ

ル
図

が
文

章
の

補
⾜

とし
て

理
解

しや
す

い
も

の
に

な
って

い
る

。
化

学
基

礎
◎

◎
〇

化
学

基
礎

10



発
⾏

者
教

科
書

番
号

略
称

記
号

番
号

①
②

③
④

⑤
実

教
化

学

7
70

3

数
研

化
学

10
4

70
6

実
教

⽣
物

7
70

2

数
研

生
物

10
4

70
4

三
省

堂
CⅡ

15
70

8

文
英

堂
CⅡ

10
9

71
8

開
隆

堂
論

Ⅱ

9
70

3

数
研

論
Ⅱ

10
4

71
1

数
研

情
Ⅰ

10
4

70
8

数
研

情
Ⅰ

10
4

70
9

（
様

式
２

）

【普
通

科
】

令
和

５
年

度
使

⽤
教

科
⽤

図
書

選
定

調
査

票
（

NO
．

３
　　

）

学
年

教
科

名
科

⽬
教

科
書

名
観

点
の

評
価

選
定

選
定

の
理

由

2
理

科
化

学
化

学
◎

〇
◎

イメ
ー

ジ
しず

らい
内

容
も

端
的

に
説

明
で

き
て

お
り、

文
字

の
色

分
け

を
効

果
的

に
使

⽤
して

い
る

。振
り返

りが
で

き
や

す
い

よ
う

に
、ペ

ー
ジ

数
や

キ
ー

ワ
ー

ドが
近

くに
書

か
れ

て
い

る
。

化
学

◎
◎

◎
選

定

○
節

ご
とに

⽬
標

と節
末

チ
ェッ

クが
あ

り、
⽣

徒
が

⾒
通

しを
も

って
学

習
す

る
とと

も
に

、振
り返

り
を

⾏
うこ

とが
で

き
る

。ま
た

、教
科

書
の

図
の

解
説

動
画

な
ども

あ
り、

視
覚

的
に

理
解

しや
す

い
構

成
とな

って
い

る
。

生
物

◎
○

⽣
物

◎

◎
選

定

2
英

語
英

語
コミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

Ⅱ

M
y 

W
ay

　E
ng

lis
h

Co
m

m
un

ic
at

io
nⅡ

〇
◎

2
理

科
⽣

物

◎
選

定
使

わ
れ

て
い

る
英

文
の

難
易

度
が

本
校

⽣
徒

の
実

態
と⽬

標
とす

る
も

の
に

合
って

い
る

。各
課

の
言

語
活

動
を

何
度

も
積

み
重

ね
て

い
くこ

とで
、⽣

徒
に

負
荷

が
少

な
く4

技
能

5領
域

の
育

成
を

⾏
うこ

とが
で

き
る

と期
待

で
き

る
。

Gr
ov

e 
En

gl
is

h
Co

m
m

un
ic

at
io

nⅡ
〇

◎
〇

2
英

語
論

理
・

表
現

Ⅱ

◎
〇

学
習

者
が

無
理

な
く「

話
す

」「
書

く」
の

表
現

活
動

が
で

き
る

よ
うに

構
成

され
て

い
る

。ま
た

、繰
り返

し、
重

要
表

現
を

使
い

練
習

で
き

る
構

成
か

ら「
話

す
・書

く」
⼒

が
身

に
つ

くと
期

待
で

き
る

。
EA

RT
H

RI
SE

 E
ng

lis
h 

Lo
gi

c
an

d 
Ex

pr
es

si
on

 Ⅱ
St

an
da

rd
〇

◎

AP
PL

AU
SE

 E
NG

LI
SH

 L
O

GI
C

AN
D　

EX
PR

ES
SI

O
N　

Ⅱ
〇

◎
選

定

2
情

報
情

報
Ⅰ

⾼
等

学
校

　情
報

Ⅰ
◎

〇
◎

〇
◎

選
定

⽣
徒

の
関

心
を

⾼
め

る
よ

うな
内

容
・構

成
に

な
って

い
る

。演
習

問
題

も
充

実
して

お
り、

大
学

入
学

共
通

テ
ス

トに
も

対
応

し
て

い
る

。
情

報
Ⅰ

　N
ｅ

ｘ
ｔ

〇
〇

〇
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発
⾏

者
教

科
書

番
号

略
称

記
号

番
号

①
②

③
④

⑤
東

書
書

Ⅰ

2
30

5

光
村

書
Ⅰ

38
30

8

3
芸

術
書

道
Ⅰ

書
道

Ⅰ
◎

（
様

式
２

）

【普
通

科
】

令
和

５
年

度
使

⽤
教

科
⽤

図
書

選
定

調
査

票

学
年

教
科

名
科

⽬
教

科
書

名
観

点
の

評
価

選
定

（
NO

．
4　

　）

選
定

の
理

由

○
選

定

○
◎

写
真

が
大

き
くて

⾒
や

す
く、

臨
書

しや
す

い
。鑑

賞
を

深
め

る
た

め
の

⼯
夫

が
多

く、
主

体
的

な
学

び
の

促
進

が
期

待
で

き
る

。

書
Ⅰ

○
◎

◎

12



発
⾏

者
教

科
書

番
号

略
称

記
号

番
号

①
②

③
④

⑤
教

図
公

共

6
70

2

実
教

公
共

7
70

4

実
教

歴
総

7
70

4

山
川

歴
総

81
70

9

啓
林

館
数

Ａ

61
70

5

数
研

数
Ａ

10
4

71
4

実
教

⽣
基

7
70

4

10
4

⽣
基

数
研

70
9

実
教

科
人

7
70

2

数
研

科
人

10
4

70
4

（
様

式
２

）

【情
報

ビジ
ネ

ス
科

】
令

和
５

年
度

使
⽤

教
科

⽤
図

書
選

定
調

査
票

（
NO

．
　１

　　
）

学
年

教
科

名
科

⽬
教

科
書

名
観

点
の

評
価

選
定

選
定

の
理

由

〇
選

定
知

識
の

習
得

と社
会

課
題

の
探

究
の

往
復

学
習

が
可

能
で

あ
る

こと
、⽣

徒
に

興
味

を
持

た
せ

る
イラ

ス
ト

な
どの

⼯
夫

も
あ

る
た

め
。

公
共

〇
〇

⾼
等

学
校

　公
共

〇
〇

〇

1
地

理
歴

史
歴

史
総

合
歴

史
総

合
◎

◎
◎

2
公

⺠
公

共
◎

1時
間

あ
た

り⾒
開

き
２

ペ
ー

ジ
で

完
結

し、
活

⽤
し

や
す

い
。身

近
な

テ
ー

マ
を

取
り上

げ
て

お
り、

ま
た

巻
末

に
⽤

語
解

説
を

つ
け

る
な

ど、
⽣

徒
の

内
容

理
解

の
た

め
の

⼯
夫

が
多

くみ
られ

る
。ま

た
、Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

⽤
した

授
業

が
⾏

い
や

す
い

コン
テ

ン
ツが

盛
り込

ま
れ

て
い

る
。

わ
た

した
ち

の
歴

史
　日

本
か

ら世
界

へ
◎

◎
◎

選
定

◎
図

や
デ

ジ
タル

コン
テ

ン
ツが

豊
富

で
、⽣

徒
が

興
味

・
関

心
を

持
って

主
体

的
に

とり
くみ

や
す

い
構

成
とな

っ
て

い
る

。

新
編

　数
学

Ａ
◎

○
◎

○

数
学

Ａ
○

選
定

2
理

科
⽣

物
基

礎
⾼

校
⽣

物
基

礎
◎

〇

2
数

学
数

学
A

○

◎

〇
選

定

図
が

大
き

くわ
か

りや
す

く、
⽣

活
と関

連
した

内
容

な
どの

資
料

も
充

実
して

い
る

。基
礎

・基
本

の
定

着
を

図
る

とと
も

に
学

習
に

興
味

を
も

って
取

り組
め

る
よ

う
⼯

夫
され

て
い

る
。

新
編

　生
物

基
礎

◎
◎

〇
〇

選
定

1
理

科
科

学
と人

間
⽣

活

〇
〇

写
真

や
モ

デ
ル

が
多

く⽣
徒

が
内

容
を

イメ
ー

ジ
しや

す
い

構
成

な
って

い
る

。ま
た

、難
解

な
内

容
も

簡
潔

に
ま

とめ
られ

て
い

る
。I

CT
活

⽤
が

⾏
い

や
す

い
コン

テ
ン

ツが
多

く示
され

て
お

り、
⽣

徒
が

学
び

や
す

い
仕

様
とな

って
い

る
。

科
学

と人
間

生
活

〇
〇

◎

科
学

と人
間

⽣
活

○

13



令
和

５
年

度
使

⽤
教

科
⽤

図
書

選
定

調
査

票
発

⾏
者

教
科

書
番

号
略

称
記

号
番

号
①

②
③

④
⑤

東
書

CⅡ

2
70

2

数
研

CⅡ

10
4

71
7

東
書

家
総

2
70

1

実
教

家
総

7
70

3

実
教

商
業

7
70

4

東
法

商
業

19
0

70
5

実
教

商
業

7
71

8

東
法

商
業

19
0

71
9

実
教

商
業

7
72

7

実
教

商
業

7
72

8

（
様

式
２

）

【情
報

ビジ
ネ

ス
科

】
（

NO
．

　２
　　

）

学
年

教
科

名
科

⽬
教

科
書

名
観

点
の

評
価

選
定

選
定

の
理

由

2
英

語
英

語
コミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

Ⅱ

Po
w

er
 O

n 
En

gl
is

h
Co

m
m

un
ic

at
io

nⅡ
◎

〇
〇

身
近

に
感

じら
れ

る
題

材
や

⾒
て

わ
か

りや
す

い
構

成
で

、英
語

が
苦

手
な

学
習

者
に

も
取

り組
み

や
す

い
も

の
とな

って
お

り，
基

礎
基

本
の

定
着

と内
容

理
解

の
促

進
が

期
待

で
き

る
。

CO
M

ET
 E

ng
lis

h
Co

m
m

un
ic

at
io

nⅡ
◎

〇
◎

〇
選

定

⽣
徒

の
実

⽣
活

に
沿

った
内

容
や

資
料

が
多

い
た

め
、興

味
・関

心
を

も
ち

や
す

い
。ま

た
、本

文
に

資
料

番
号

が
示

され
て

お
り、

本
文

の
内

容
を

資
料

と関
連

付
け

て
学

ぶ
こと

が
で

き
る

よ
うに

⼯
夫

され
て

い
る

。
家

庭
総

合
〇

◎
◎

家
庭

総
合

　⾃
⽴

・共
⽣

・創
造

〇

選
定

2
商

業
ビジ

ネ
ス

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン

ビジ
ネ

ス
・コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

◎
　

〇
　

2
家

庭
家

庭
総

合
◎

〇

〇
選

定
各

単
元

ご
とに

、内
容

が
簡

潔
に

ま
とま

っ
て

お
り、

多
様

な
具

体
例

が
提

示
され

、理
解

しや
す

い
内

容
とな

って
い

る
。

ビジ
ネ

ス
・コ

ミュ
ニケ

ー
シ

ョン
　

〇
　

〇
　

　 選
定

幅
広

い
知

識
が

各
単

元
ご

とに
簡

潔
に

ま
とら

れ
て

お
り理

解
しや

す
い

。具
体

的
な

事
例

が
分

か
りや

す
く示

され
い

て
い

る
た

め
、学

習
も

進
め

や
す

い
⼯

夫
が

な
され

て
い

る
。

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

〇

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

◎
〇

〇

2
商

業
財

務
会

計
Ⅰ

⾼
校

財
務

会
計

Ⅰ
〇

〇
〇

2
商

業
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ

〇

◎
選

定
簿

記
の

発
展

的
な

学
習

とし
て

、各
単

元
ご

とに
分

か
りや

す
くま

とめ
て

あ
り、

図
説

な
どを

多
く⽤

い
て

理
解

しや
す

い
内

容
とな

っ
て

い
る

。
新

財
務

会
計

Ⅰ
〇

〇
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令
和

５
年

度
使

⽤
教

科
⽤

図
書

選
定

調
査

票
発

⾏
者

教
科

書
番

号
略

称
記

号
番

号
①

②
③

④
⑤

実
教

商
業

7
72

0

TA
C

商
業

23
4

72
3

実
教

商
業

7
73

6

東
法

商
業

19
0

73
7

実
教

商
業

7
72

5

東
法

商
業

19
0

72
6

東
書

書
Ⅱ

2
30

5

光
村

書
Ⅱ

38
30

8

教
芸

音
Ⅱ

27
30

9

教
芸

音
Ⅱ

27
31

0

（
様

式
２

）

【情
報

ビジ
ネ

ス
科

】
（

NO
．

　３
　　

）

学
年

教
科

名
科

⽬
教

科
書

名
観

点
の

評
価

選
定

選
定

の
理

由

　
選

定
⽣

徒
が

理
解

しや
す

い
よ

うに
例

題
や

図
解

を
豊

富
に

提
示

され
て

お
り、

各
単

元
に

よ
くま

とま
って

い
る

。

 原
価

計
算

　
　

〇
　

原
価

計
算

〇
〇

〇
　

2
商

業
ソ

フト
ウェ

ア
活

⽤

ソ
フト

ウ
ェア

活
用

〇
◎

　
〇

2
商

業
原

価
計

算
　

◎

　
選

定
基

礎
か

ら応
⽤

ま
で

幅
広

い
知

識
を

簡
潔

に
ま

とめ
て

あ
り、

理
解

しや
す

い
⼯

夫
が

な
され

て
い

る
。

   
 ソ

フト
ウェ

ア
活

⽤
　 

  
〇

　
〇

　
　

　

2
商

業
プ

ログ
ラミ

ン
グ

　
〇

　
選

定
プ

ログ
ラミ

ン
グ

の
基

礎
か

ら応
⽤

ま
で

幅
広

い
知

識
を

簡
潔

に
ま

とめ
て

あ
り、

理
解

しや
す

い
⼯

夫
が

な
され

て
い

る
。

プ
ログ

ラミ
ン

グ
　

　
〇

〇
　

プ
ロ

グ
ラ

ミン
グ

　マ
ク

ロ
言

語
〇

◎

　
　

⽣
徒

の
発

達
段

階
に

適
した

曲
が

多
く掲

載
され

て
お

り、
体

系
的

に
理

解
が

深
ま

る
よ

うな
構

成
とな

って
い

る
。他

教
科

や
時

事
問

題
との

関
係

性
を

考
え

る
問

い
の

設
定

も
あ

り、
⽣

徒
が

主
艇

的
に

学
び

を
進

め
る

こと
が

で
き

る
⼯

夫
が

な
され

て
い

る
。

M
O

US
A②

3
芸

術
書

道
Ⅱ

書
道

Ⅱ
○

○
◎

篆
書

〜
楷

書
が

時
代

順
に

並
ん

で
お

り、
書

道
Ⅰ

の
学

習
を

振
り返

りな
が

ら、
文

字
の

歴
史

や
価

値
を

よ
り深

く考
え

る
こと

が
で

き
る

よ
う⼯

夫
され

て
い

る
。写

真
や

図
も

多
く、

興
味

関
心

を
も

ち
、深

い
鑑

賞
活

動
が

⾏
い

や
す

い
⼯

夫
が

な
され

て
い

る
。

書
Ⅱ

○
○

◎
○

選
定

〇
〇

〇

3
芸

術
音

楽
Ⅱ

⾼
校

生
の

音
楽

②
◎

◎

◎
〇

〇
選

定
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